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Sandilya-vidya は brahman と aman と の 同一 、 所 請 | 我 一 如 」、 を 明言 
し た 教 説 の 中 、 最 も 古い も の と 考え られ 、 多 く の 翻 訳 に よっ て 紹介 され て いる 。 
伝 基 に は 白 Yajur-Veda 系 統 の SZ カ 272-7227227222 [Sp] に 収録 きれ て い 
る も の と 、Sama-Veda 系 統 の CZ272ogy2-0 の 2222s2 の [CZ/| に 含ま れ て いる 
も の と が ある 。 こ れ ま で の 研究 で は 、 両 テキ スト の 間 に は 本 次 的 な 差異 は 認め 
CK よう で あり 、Cz び の 方 が より 整理 され て いる と 言う 程度 の 見 解 
が 多い 。 し か し 、 両 者 を 個々 に 検討 し 直し て みる と 、 字 和 句 そ の も の が 極め て 似 
通っ て いる に も 関わ ら ず 、 テ キス ト の 意図 に は 本 質 的 隔たり が ある よう に 思 
れる 。 


の 


始め に 、brahman と atman と の 同一 が 明言 され て いる CZ の 版 を 確認 し て 
お きた い 。 テ キス ト の 個々 の 点 に 関す る 事柄 で 、Sp に 共通 する 点 は Sp の 検 
討 の 項 で 扱う こと と し 、 翻 訳 の み を 参 げ る : ' 

CZ の III 14 ( 全 ) sarVvam khalv idam brahma. taj jalan ii Santa 
upasita. | atha khalu kratumayah puruso. yathakratur asmiml 
loke puruso bhavati tathetah pretya bhavati. sa kratum kurvita. 
| 1 | manomayah pranaSariro bharupah satyasamkalpa akasatma 
MI も sarvakamah sarvagandhah sarvarasah sarvam idam 
abhy atto vaky anadarah, | 2 | esa na atmantar hrdaye. TJYan 


Vriher va yavad Va sarsapad Va Syamakad va Syamakatandulad 
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vajsa ma atmnantar hrdaye. jJ ル ayan prthivya jyayan antariksa] 
jyayan divo jyayan ebhyo lokebhyah | 3 | sarvakarma sarvakamah 
sarvagandhah sarvarasah sarvam idam abhy 9tto (っ 注 6) avaky 
anadaraisa ma atmantar hrdaya. etad brahmaitam itah pretyabhisam- 
bhavitasmniti ya8ya syad addha na vicikitsasti. iti ha smaha 
Sandilyah. (Sandilyah) | 4 | 
[ブラフ マ ン は 、 周 知 の ご と く 、 こ の 一 切 を 支配 し て いる 。 そ れ を jalan 
(後述 8) と し て 、〔 心 の ] 静 ま っ た 状 台 で 祭 拝 する が よい 。 と ころ で 、 周 
知 の ご と く 、 人 は 確信 か ら 成 る 。 こ の 世界 に お いて 人 が どの よう な 確信 を 
も つ 者 と な る か に 従っ て [その 人 は 、] この 世界 か ら 志 っ た 後 、 そ の ( 確 
依 の ) と お り に な る 。 その よう な 者 と し て (だ か ら ) 1 ひと は ) 確信 そる 
す が よ い : 「 思 考 機 能 (器官 か ら 成 り 、 呼 吸 を 肖 格 (身体 ) と し 、 輝 
き を 次 と し 、[ 真 に 〕 実在 する (実現 する ) 構想 力 を も ち 、 虚 空 を 本 体 
(atman-) と し 、 一 切 の 行為 を 備え 、 一 切 の 欲望 を 備え 、 一 切 の 香り を 備 
一 切 の 味わい を 備え 、 こ の (地上 の ) 一 切 の 上 に 到達 し て お り ( つ 注 
6)、 言 語 機能 な く 、 内 心 を O:282Kw 0 の 0 の りら の デート マン が 、 天 
に は 、 心 臓 の 内 側 に ある 。 米粒 より も 、 あ る い は 麦 粒 よ り も 、 あ る い は 半 
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子 粒 よ り も 、 あ る い は 票 粒 より も 、 あ る い は 素 粒 の 中 身 よ り も 微細 で ある 。 


(そう いう ) この 、 私 の アー トマ ン が 心 左 の 内 側 に ある (ご 注 10)。 大地 よ 
り も 勝 り (大 きく )、 中 空 よ り も 有 和 勝 り 、 天 より も 勝 り 、 こ れ ら の 諸 世 界 
(三界 の 全体 ) より も 勝 り 、 一 切 の 行為 を 備え 、 一 切 の 欲望 を 備え 、 一 切 
の 和 り を 備え 、 一 切 の 味わい を 備え 、 こ の (地上 の ) 一 切 の 上 に 到達 し て 
お り ( 〇 つ 注 6)、 言 語 機能 な く 、 関 選 を も だ な い 、(4 う m う ) この ゲー け 
マン が 、 私 に は 、 心 臓 の 内 側 に ある ( 〇 つ 注 10)。 これ (アー トマ ン ) が ブラ 


フ マ ン で ある 。 これ (アー トマ ン 、 つ 注 11) へ と 、 こ の 世界 か ら 去っ た 後 、 


2) 
NN 0 0 同 も し 
ある ひと に ( つ 注 372) は っ きり と ある な ら ば 、〔 そ の ひと に は ] 迷い ( 疑 
隊 IE0OIPPESES22207 EE の 


ここ で の 主題 は 、 心 臓 の 中 に 存する アー トマ ン と 、 ブ ラフ マン と の 同一 に 基 
づい て 、 念 ずれ ば 死後 、 最 終 多 に は ブラ フ マ ン に 合 一 で きる と いう こと に ある 


N2 か 4 二 


5542 を 9 だ だ し 、 | ナー トマ シン に 有理 信ずる 」 と べら ル れ で いる こと か 
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ら ( つ 注 11)、 死 後 そ れ へ 到達 し 、 そ れ へ と 再生 する 当 の も の は 、 あ くま で 、 
ひと が 心臓 内 の 空間 に も っ て いる 、 微 細 に し て 一 切 を 急所 す る アー トマ ン で あ 
り 、 こ の 意味 で は 、 次 に 見 る Sg 版 に 残っ て いる よう な 、Brahmana 期 の 
[ 祭 式 に よっ て 形成 され る 、 来 世 の 、 天 界 で の 自己 」 と いう 観念 が 一 部 生き 続 
け て いる と も 言え る 。 そ の 際 、「 来 世 の 自 己 ) は 5 の 終り に 引用 する 
772272y2 を 2- の 22256 の 7 14/| IV 3.36 の animan- (一 注 342) に 見 られ る 
貞 22 死後 肉体 を 離脱 する カプ セル と し て の 自己 に 他 な ら な い 、 と 理解 され 
て いた と 考え られ る 。 


J 


S272 娘 2-7222276 の 問題 の 箇所 は Agnicayana と いう 祭 式 ( 火 壇 構築 祭 ) 
の 解釈 を 集め た 、 Agnirahasya [アグ ニチ ャ ヤナ の 秘 義 | と 総称 され る 第 
巻 の 末尾 近く に 含ま れ て い る 。 そし て 、S$p の Agnicayana に 関す る 最高 権威 
らら を 、 ま さも し く Sandilya な の で ある 。Agenicayana を 主題 と する VI-X 巻 
(Kanva 派 の テキ スト で は VIII-XII 巻 ) 【 ょ = は Yajfavalkya は 登場 せ ず 、 研 究 者 
に よっ て [Sandilya 部 ] と 呼ば ん て いる 。 こ の こと Mi こ お い で テキ スト 
を 読み 直し て みる と 、 こ れ ま で と は 異な っ た 理解 が 得 ら れる 。 便宜 的 に 文 番号 
を 付 し て 解釈 を 試み る : 


Sp XX 6.3( 全 ) [1] satyam brahmety Gpasita.| [2] &tha khalu 
kratumayo ym pdrusah. [3] sA yavatkratur ay&am asmal lokat 
praity evamkratGr hamdm lokam pretyabhisambhavati.|1 1 [4| sa 
atmanam pasita | manomayam NE bharipam akasat- 
In1anaml kamarapfnam manojavasarm satyasamkalpam saty8dhrtim 
| sarvagandham sarVaraSam Sa4rva 34nu diSah prabhutam sa4rvam 
idam abhy aptam avakkam anadaram. [5] ya&tha vrihfr va ya&vo Va 
syamako Va SyamakatanduloO vaivam ayam antar atrman Duruso 


hiranmayo. [6] yatha jy6tir adhaumam evam jyayan div6 jyayan 


akaSai jyayan asya1 Drthivyai jyayant sarvebhyo bhatebhyah. [7] 
sa pranasyatmai[8]sa ma atmai[9]tam it& atmanam pretyabhisam- 
bhavisyami[10]t yasya syad addh& na vicikitsasfi[11]i ha smaha 
sandilya [12] evam etad fi.12 1 
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「 日 ) プラ フ マ ン を 【 真 に 〕 実在 する も の と し て 所 拝 す る が よい 。 [2] と 
ころ で 、 周 知 の ご と く 、 こ の 【 地 上 の ]〕] 人 【〔 と いう も の ]〕] は 精神 力 よ り 成 
る ぁ 9 その よう 人 着 と し て (から)、 や の 00 EL の ) [AU が と ん 8 と 
の ( 量 の ) 精神 力 を も っ て この 世界 か ら 去 る か に 従っ て 、 そ の よう な 精神 
力 を も っ た 莉 と し て 、 か の 世界 へ と 、〔 こ の 世界 か ら ] 去っ た 後 、 到 り 生 
だ の 、( 再 仙 る)。 MM その よ す な 者 と し て (だ から 5) (びと は | デー トマ 
ン を 儲 拝 する が よい 。 思考 機 能 (器官 ) か ら 成 り 、 呼 吸 を 骨格 (身体 ) と 
し 、 輝 き を 姿 と し 、 虚 空 を atman- (本 体 ・ 胴 体 ) と し 、 望 み の ま ま に 姿 を 
と り 、 思 考 機 能 の 速 さ を も ち 、【〔 真 に 〕 実在 する (実現 する ) 構想 力 を も 
ら 、 真 実 を 芝 持 し 、 一 切 の 香り を 備え 、 一 切 の 味わい を 備え 、 一 切 の 方 向 


に 溢 っ て 卓越 し 、 こ の (地上 の ) 一 切 の 上 に 到達 し て お り 、 言 語 機能 な く 、 


関心 を も た ぬ も の と し て 。[5] 米粒 、 あ る い は 麦 粒 、 あ る い は 栗 粒 、 あ る 
い は 炎 粒 の 中 身 の よ うに 、 そ の よう に 、 こ こ に 黄金 か ら な る 「 男 (人 )」 
(pdrusa-) が アー トマ ン (後述 ) の 内 側 に ある 。 [6] 【 そ れ は ] 煙 の な い 
光輝 の よう に 、 そ の よう に 、 天 より も 勝 り 、 中 空 よ り も 勝 り 、 こ の 大 地 よ 
り も 勝 り 、 一 切 の 諸 存 在 よ り も 勝っ て いる 。 [7] それ (資金 か ら な る プル 
シャ ) が 呼吸 (生気 ) の 本 体 (atman-) e る 。『[8] これ (資金 か ら な る 
ジグ ルン) が 私 の アー トド トマ ン で ある 。 |19| この デー トマ ン へ と 、 邊 は この 
[世界 〕 を 去っ た 後 、 PND あい 
と いう [確信 ) が MP こ 、 テ SMR4P 
( 誕 金 ) が 存在 し な い A 2 用 一 ーー 6 と シャ キー シン デオ リヤ は 語っ で いり い 
た も の だ っ た HH2] 「【 そ の ひと に ei 
で の まう な る ) ル 2 な 4 タク 2 ルル プク 


4 


こと こと に は 、 プ ラフ マン が アー トマ ン と 同一 で ある 、 と いう 半 は 見 られ な い 。 


saty-、satyam「 真 実 の : 真実 」 (<[ 実 在 の ]) は 具体 的 に は る 存在 し 続け 
る 逐 ま だ は べべ 実現 する 逐 と いう 含み を 持っ た 「 真 に 存在 する 、 実 在 す る 」 と い 
う 意味 で 用 いら れる こと が 多い が 、 こ こ で は 「brahman- を 実現 力 あ る も の と 
ぶす べし ] が 意図 され て いる よう に 思わ れる 。 確 信 の 力 に よっ て 死後 の 再生 が 
決定 され 、 そ の 実現 を 保証 する の が 原理 brAhman- で ある と 解釈 すれ ば 全体 の 
文 意 に 添う 。 CZ に 見 られ る よう な 、atman が 宇宙 原理 と し て の brahman 
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と 同一 で ある と いう 構造 に 基 づ いた 実現 の 保証 が 言 言わ れ て いる の で は な い 。 
「( 祭 式 で 用 いら れる ) 正しい こと Me と いう 本 来 の 語義 が 生き て 
お り 、( 今 問題 に な っ て いる ) 祭 式 に よっ て 、 確 実に 、 死 後天 界 へ の 再生 が 保証 
WKPMRtfROWN 村 

[3 ] の yavat-kratu- :: evam-krata- は kratu- 「 精 神力 、 念 力 ]」 > [念力 、 
確信 、 意 志 の 了 堅固: 意図 」( [8|- L91 の 解 局 の 項 参 昭 の 総量 を 問題 と し た 
表現 で あ り 、C ヵ の の yathakratu- :: tatha は その 中 身 (の 相応 ) を 問題 と し て 
ぃ る 。 sam-bhu は (構成 要素 が 設計 図 に 従っ て ) 組み 合わ され (sam)、 も の が 
発生 ・ 成 立 す る こと を 言い 、 とりわけ 、 死 に 際 し て 分 解 し た 人 格 存 在 が 、 来 世 
に お いて 再び (新た な ) 構成 要素 を 結合 し て 人 格 存 在 と し て 成立 する 、 と いう 
文脈 で 用 いら れる 。 更に 、 目 的 地 の Akkusativ を 支配 する abhif-_ と と も に 
「… の で と 生じ る . (結論 的 に は 「 へ と 再生 する 」 ) と いう 意味 で 用 いら れる こと 
が 多い 。 

文中 atman- の Ye ほな っ た 意味 で 用 いら れ て いる こと が この 章 の 解 


釈 の ポイ ント と な る 。[ 4 ] の 始め に ある atmanam は Upanisad の アー トマ 
ン を 人 聞 る 議論 へ Pe [〔( 祭 式 に よっ て 作ら れる ) 


死後 の 天界 に お 0N 自己 」 の 意味 と 考 え られ る 。danda の あと に 続く Ak: 「 
kusativ の 形容 語 は atmanam と 同格 で あり 、Gpasita の 述語 的 目的 語 で ある 。 
manomayam か ら manojavasam まで の 6 語 は それ ぞ れ 、 ア ー ト マン の 材料 
( 質 料 )、 骨 格 、 外 姿 、 本 体 (また は 胴体 : atman-)、 変 現 自 在 性 、 迅 速 さ を 叙 述 
する 。satya-samkalpa- は アー トマ ン の 計画 ・ 人 図 が [ 真 に ], 実 在 す る 、 つま 
り 必ず 実現 する も の で ある こと を いう の で あろ う 。 更に 90BH2 
切 、 完 全 ] に 関わ る 修飾 語 が 並び 、 Upanisad の neti neti 等 に 連なる 耕 定 の 
形容 辞 を も っ て 締め 括 ら れ て いる 


り 


[5 | の (evam) ayam antar atman pdruso hiranmayo の 解釈 が 全体 の 
理解 の 分 岐 点 で ある 。 例 えば EGGELING は “even as a grain of rice .… グ … SO 
is this golden (That is, of the brilliance 0 gold 1 Say.) Purusha in the 
heart/ 解 する が 、 具 体 的 理解 が 提供 され な い 。antar atman 「 ア ー ト マン の / と 
中 に 、 内 側 に 、 内 興 に 」 と いう 表 詞 包 が 後 鞍 す る 主語 名 詞 pdrusah を 直接 限 
定 す る と 解釈 する こと に も や や 抵抗 が あ 2 hiranmaya- 「 貴 金属 製 、 昔 金 製 
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の 」 も この 種 の 文献 で は 文字 どおり に 解 息 す べき で ある 。「 こ の (つま り : こ 
こ に ) 黄金 製 の 男 ・ 人 (pdrusa-) が atman- の 内 側 に ある 」 が 自然 で あろ う 。 
実際 に 、Agnicayana 祭 で は 資金 製 の 人 形 ・ 人 型 (pqrusa-) が 、 焼 成 業 を 五 
層 に Me 人 こ 生 か れる 火 増 (agnr-) の 第 一 層 の 、 人 
当たる 部 分 の 中 央 に 置か れ 、 座 の 「 胴 体 ] が atman- と 呼 ( ば れる の で ある 。 


8 S42227Z2 IIT 2.6:23.12ff. thais4 puruso hiranyayo. ya- 


jamanalokam evais& dadharais& ha ty eva yajamano gntinamdsmiml 
loke samyan yasyaisa upadhiyate「 次 に 、 こ の 区 金 製 の 人 〔 型 ] が [用 い 
られ る 」]。 こ れ は 祭 主 の [死後 の ・ 来 世 の 〕 共 を 保持 し て いる 。 つ まり 、 こ れ 
が その ひと ( 祭 主 ) ( CR アグ ニ 


( 火 壇 、 ア グ ニ チ ャ ヤナ 祭 ) に よっ て 、 あ の 世に お 売 備 し た 祭 主 で ある 」。 
和 6 0 題 の evam ayam antar atman 捕縛 3 人 は [| その よう 


に 、 、 黄 金 製 の 人 型 が ( 火 壇 の 鷹 の ) 胴体 の 中 ・ 内 側 に あ る 」 と 解釈 す 
1 * の 比 隊 の 主眼 は 、 そ の 微細 さ に ある より も 、 牙 金 の プル シ 
ャ (人 型 ) を 天界 に 再生 する 祭 主 の 「 種 子 ] (カプ セル ) に 貴 え る こと に ある : 
Sp XIV 7,1.41 一 4C-KIV 3.36 s& yatranimanam nyeti jaraya 
vopatapata vanimanam nigacchati yathamram vodumbaram YY 
prppalam va bandhanat pramucyetaivam evayam Sarira atmaibhy6 
ngebhyah sampramGcya punah pratinyayam pratiyony adravati 
pranayaiva「 ま さ に ひと が 微細 状態 (微粒 子 ) へ 入る 場合 、 ひと が 老人 齢 に 

て 、 ま た だ た は 加 い に よっ て 、 役 粒子 (微細 状態 ) へ 入っ て 行く 場合 、 丁 度 、 マ ン 
ゴー の 実 か 、 ウ ドン ゲ ノ キ の 実 か 、 イ ンド ボダイジュ の 実 が 結び 目 ( 果 柄 ) か 
ら 解 き 放 た れる こと が あろ う 、 そ の よう に 、 身 体 に 属す る アー トマ ン は (K: 
プル シャ は ) これ ら 股 体 か ら す っ か り (解き ) 放 れ 、 順 序 を 逆 に た どっ て 、 も と の 
場所 へ と 、 走 り 戻 る 、〔 つ まり ] 他 な ら ぬ 呼吸 (生気 ) を めざし て (の 人 為 に ) 」。 


6 


16」 に は 主語 が 述べ られ て いな い が 、[ 5 ] と の 文 構造 の 平行 性 か ら 、 黄 金 
4 [ 煙 を も た な い 光 輝 ] は 太陽 光 を 指 
し 、 太 陽光 が 円 輪 よ り 発 し て 、 天 ・ 空 ・ 地 より も 広く 達する 偉大 き (yayams- 
本 の まめ 委 近作 SH 3 に h 提 の 20 
て 重 越 し ( つ 注 19)、 こ の (地上 の ) 一 切 の 上 に 到達 し て お り 」 参照 。Cz/ は 
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[5] と [6] と を 合わ せ 、Upanisad 的 アー トマ ン の 、 極 徴 に し て 一 切 を 所 
摂 す る と いう 、 神 秘 性 を より 強調 し た 叙述 に 変え て いる 。 

Sandilya は [ 7 ] で は 輪廻 の 主体 を 呼吸 (生気 ) の 中 に 認め て お り (5 の 未 
尾 に 引い た 4M IV 3,.41 一 4/K IV 3,36 の Yajgavalkya 説 参 照 )、 そ の 呼 
吸 の 本 体 (atman-) を 火 壇 の 第 一 層 中 央 に 置か れる 黄金 製 の ブル シャ と 同 閥 し 
て いる と 基 え られ る 。 

「 8」-[9] が 確信 ・ 念 (kratu-) の 内 容 で あり 、Cz の の 確信 すべ き ( 念 ず べ 
き ) も の と は 範囲 が 異な る 。 ま た 、Cz び で は 、 文 脈 上 、krAtu- は 既に この よ 
うな 「 確 信 、 念 」 を 直接 意味 し て いる と 人 解 収 され る が 、S ぢ 版 で は 「 精 神力 」 
(念力 ) と いう 本 来 の 意味 に と る べき で あろ う 。([2」] の 解釈 の 項 参照 : 注 22 に 

引用 し た 例 で は 、 精 神力 の 指向 性 に より 重点 が 置か れ 、「 意 図 、 志 向 」 の 意味 で 用 い 
られ て いる 。) [10] tti yAsya syad addha na vicikitsasti の 解釈 は 単純 で は 

な い 。 諸 訳 の 解釈 は 必ず し も は っ きり し な い が 、 副 文 を syad で 切り 、 そ れ 
の HOO NAS 8 還 21 介 RRRNS AA あの 
ある 。 し か し 、"asti は 副 文 の アク セン ト を も っ た 8st を 赤 唆 す る 。addha 
「 如 実に 、 明 白 に 、 確 実に に は っ きり と 」 の 述語 的 副詞 の 用 例 を 顧 應 し て 、 

syat と 結ん で 「 は っ きり し て いる な ら ば (いる こと が あれ ば )」 (copula の as 
の 可能 の Optativ) と と り 、na& で 始ま る 通常 の 否定 文 [疑念 が 存在 し な い 【〔 な 

ら ば ]」 (存在 の as の 直接 法 否 定 ) が 強調 的 に 重ね られ て いる と 解釈 する の が 適 
切 と 判断 され る 。 [11] は 地 の 文 が 挿入 きれ て いる と 解す る ほか な く 、[10] は 
[12] [【 そ の ひと に と っ て は 〕 この こと は この と お り で ある 」 (必ず そう なる) 
に 連なる 。[11] は 過去 の 繰り 返し を 言う 構文 で ある か ら 、「 こ こ で は 、 教 説 を 
講義 する 思想 家 が 語っ て いる の で は な く 、 一 人 の 神秘 家 が 、 没 我 状 態 で 彼 の 見 
た も の を 霊 感 に 満ち た こと ば で 記し て いる の で ある 」 と する FRAUWALLNER の 
解説 (pb.49f) は 当たら な いで あろ う 。 ま た 、Sp の Agnicayana 祭 式 (本 
論 部 分 は VI-IX) の 権威 Sandilya は 、 お そら く Agnirahasya が 作ら れ た 時代 
II 
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上 述 の 検討 か ら 、Agnicayana 祭 を 巡る 具体 的 な 儀礼 の 意味 づけ を 述べ る 教 


説 が 、CZ27 の ogye-C の 2722s67 に 利用 る され 、Upanisad 的 な ブラフ マ ン と LM ド 
マン に つい て の 教義 に 改作 され た 次 第 が 明らか に な っ た こと と 思う 。 
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Agnicayana 祭 の 「 胴 体 本 の 中 に ある 黄金 製 の 人 型 (pgrusa-)」 に 関 
する 議論 が 死後 の アー トマ ン を めぐ る 論争 の 中 で 役割 を 演じ て いた 彰 跡 は 他 に 
も 見 られ る 。「 頭 の お か し い Balakil」 が Ajatasatru 王 に 順次 諸々 の purusa を 
brahman で ある と 語っ て 論破 され る 4 の II 1 (Sg XIV 5.1) は 、 一 種 の 、 
脚 多 さ れ た 学説 史 と 見 な すこ と が で きる が 、 そ の 最後 の 説 は yas cayam 
atmani pdrusa etam evaham brahm6pase 「 そ し て 、 こ の atman に お ける 
purusa な る も の 、 そ れこ そ を 私 は brahman で ある と 上 崇拝 し て いる | で あり 、 
王 の 答え は atmanviti va aham etam Gpase 「atmanvin- と し て 私 は それ 
を 上 祭 拝 し て いる の だ | で ある 。 背景 に 5 に 見 た Agnicayana を めぐ る 議論 が 
の だ に こと は 1aman に お ける 。 唱和 [存する 〕] pdrusa-] と いう 特異 な 
表現 と 、atmanvm- と いう 00 形 と が 物語 っ て いら る と 思わ れる 。 
atmanvant- は ge の 2 以 米 | アー トマ ン を も っ た 」 意味 の 普通 の 語 で ある 
(で は 「 圭 斑 を も っ た | 【 舟 な これ に 対し 、 ョ atmanvm- は 「 胴 体 を も 
つ 」 意味 で 、atmanvant- か ら 、-fm- 語幹 (「…… に よっ て 特色 づけ られ る 、…… 


G9) (か 


レグ 


を 癌 に ) も つっ に 依存 し 、 か つ 、^as.、 呈 - の 後 で 生産 的 に な っ て いた -vin- 話 電 

に 條 っ て 作ら れ た 特殊 な 語形 と 判断 され る : ここ の 他 に は 例え ば Sg X 
6,5,1.7 (Agnirahasya の 最終 章 、 一 注 14) = ニア 4 の {2.1.7 tan mano kuru- 
tatmanvri syam tti 「 そ こ で ( 死 は ) 思考 器官 を 作り 〔 出 し 〕 た 『 私 は 胴体 
を も っ た も の で あり た いと 考え て 」: 7 I 2.6,4 pacavims4 atma 


bhavati | tasman madhyat4h pasavo varisthah | .……/…… SarVena Saha 
stuvanti | sarvena hy atmanatmanvi | sahotpatanti | ekaikam dc- 
chimsanti | atman hy 4&ngani baddhani 「(Mahavrata の ) 胴体 と し て 、 
25【 詩 節 ) か ら な る 【〔stoma] が 用 いら れる ( 頭 = 9 、 届 15 と 17、 尾 21 か ら 
な る stoma)。 それ 故 、 家 音 達 (動物 達 ) は 0 夫 雪 の ) 真ん中 の と ころ で 最も 
幅広 い 。…… ( 祭 官 達 は ) 全 〔stoma〕 を 用 いて 歌う 。 全 胴体 を 伴っ て (が 揃 


PA の 。【 鳥 達 は ] 揃っ て (一 斉 に ) 飛び 立 
。 ( 祭 官 達 は ) 各 一 詩 節 (stotriya) を (歌わ ず | に ) 残し て お く 。 胴体 に 【 四 ] 
肢 は 結び 付け られ て いる か ら 」。 Balaki と Ajatasatru が 論 し て いる の は 、 具 
体 的 に は 、Sandilya の 教 説 の 、 解釈 の 発展 を 伴っ て 学者 (brahmavadn-) 間 
に 伝え られ た Version の いずれ か の 段階 の も の で ある 、 と 断定 し て よ か ろ う 。 
それ も 、 0 | 胴体 中 の 資金 製 の プル シャ 」 を 「 心 臓 中 の アー トマ 
ンド に 置き 換え に 換 骨 奪 胎 する 以前 の Version と いう こと に な る 。 
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最後 に 、 こ れ ま で の 様々 な 試み に も 拘わら ず 、 結 局 不 明 の まま 残さ れ て いる 
Cz の の jalan に つい ぃ て 、 敢 て 問題 提起 を し て 結び と し た い ( つ 注 5)。 こ の 
語 は Sp の satyam の 位置 に ある 。 周 知 の ご と く 、CZU/ の テキ スト に は 本 人 質 
的 に は 唯一 の 伝承 し か な く 、 単 独 の 、 ま た は 集成 中 に 収め られ た Upanisad と 
し て の テキ スト で あれ 、CZ2ogy2 の 2222726 の 一 部 と し て 編集 ・ 伝 承 さ れ て 
いる も の で あれ 、 真 の 異 読 と いう べき も の は 伝え られ て いな い 。 現存 諸 与 本 は 
全て Sankara が 注釈 し た テキ スト に 遡る と 推定 され て いる : 0O. BOHTLINGK, 
2220g727272752 の (Leipzig 1889) p.IV「 こ れ ら の 号 本 (BO が イン ド の 刑 本 
と 比較 し た Ttbingen の 三 写本 ) は Ro6er (Bibliotheca Imdica 版 の 編者 ) が 犯し 
= 誤り を 明らか に する と いう 限り で し か 価値 を 持た な い 。 そ れ ら は 、 様 々 な 
図書 館 に 保管 され て いる 他 の 全 写 本 と お そら くく 同様 に 、1000 年 前 に シャ ンカ ラ 

が 手 に し だ テ ト に 遡る 。 そ れ (の 利用 し た も の ) が 既に まさ し く 杜 撲 な 
状 問 に = あっ た と いう こと は 、 こ の ウパ ニシ ャ ッ ド に 黄 面 日 - 取 り 組 ん だ 者 な ら 、 
誰 で も すぐ に 気づい た で あろ う 」。 そ こ で Sankara の 利用 し た 写本 に 欠陥 が あ 
っ た と 仮定 し て みる と 、satyamiti と jalaniti と で は 音節 数 が 同じ で あり 、 価 
ら か の 読み 間違え (また は 誤 筆 写 ) に 湖 る 可能 性 が 考え られ る 。 例え ば 今日 の 
Devanagari を 例 に と る と 、 ddIHIG tatsatyamiti の 文字 の 上 部 に < 欠損 が あ 
っ て daesHRR と あれ ば 、 SIer tajjalaniti と 読み 違え られ る 可能 性 が 
ぁ る 。Sankara が 当時 見 た 写本 に 用 いら れ て いた 文字 を 愉 体 的 に 確定 す の 家 
と は 困難 で あろ う が 、 こ れ に 似 た 事情 は 起こ り 得 た の で は な い だ ろ うか 。 [| 本 
稿 の ドイ ツ 語 版 :Zur Lehre Sandilyas- ク wischen Brahmana und Upanisad 一 を 記 
4c/es gz Co7/ogge . eo Paris 1996/1997 (印刷 中 ) に 発表 する の で 参照 され だ 
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(1) H. OLDENBERG, /ze ez7e ez 0 の 7242S227622 22 の の 2e 42727g6 
2es Pz2g が zs2266 11915 p.57,21923 p.49:「 ブ ラフ マン と アー トマ ン の 柄谷 
に つい て の 最も 古い 証言 の 一 つ 、 と いう より お そら く 最 も 古い 証 詩 は 、 僅 者 
シャ ー ン ディ リャ に 帰せ られ る 哲学 的 言 辞 の 吐露 の 中 に 含ま れ て いる 」。 

(2) 辻 直 四郎 『 古 代 イ ンド の 説話 』 (春秋 社 1978) p.103-105 と ち 22c 226- 
206772e7。/2cAge/2sseze6 Me7%e  (G. O' BERHAMMER - Ch. 日 . WERBA の 
編 、Wien 1992) p.49f. に 主要 な 二 次 文献 が 挙げ られ て いる 。 更に : 民 .F. 


へ 


“ 317 
857 (98) 


GELDNER。 eS225 7 の 272227252226 (上 GDingen 1928) p.136f., 宇 
堪 伯 毒 ウパ ニシ ャ ッ ド 全書 』 三 (1921) p.76-78、 岩 本 容 0 
ヴェ スタ ー』 ( 辻 直 四郎 編 、 穫 摩 書房 1967) p.191、 服 部 正明 『 自 代 イ ンド 
の 神秘 思想 』 (講談 社 現代 新書 1979) p.113f., 松 溝 誠 達 『 ウ パニ シャ ッ ド 
の 宮 人 』 (講談 社 、 人 類 の 知 的 遺産 2、1980) p.208-210, K. MYLIUS, 
4//es7e 7722scZe cg 272 の 7osg (Leipzig/ Wiesbaden 1981) p.157f ., 
J). MEHLIG, es4e77 es 27e 7gx。 Bd. 1 (Leiig-Weimar 1987) 
p.170f., 宮 元 啓一 『 イ ンド の 夢 ・ イ ンド の 愛 】( 上 村 ・ 宮 元 編 、 春 秋 社 1994) 
DI9 ル 198。 

(3) 例え ば 、OLDENBERG 上 掲 筒 所 : 「 両 文献 群 の 境界 は 成 程 確固 た る も の 
で は な い 。 そし て 、 例 の 両面 的 性 格 は 、 ブ プラ ー フ マナ の 思考 の 流れ が ウパ ニ 
ジャ ッ ド の それ へ と 移っ て 行く 拠点 が まさ し く こ こ に ある 、 と いう こと に 相 
応 し て いる 」 : 辻 p.104 : 「 こ れ を 少し く 整 理 し た ChandUp. III. 14 と 比較 
する と き 、Br. 文献 の 新 層 と 古代 Up. と の 距離 の 意外 に 近い こと が 知ら れ 
る 」) 松 潮 p.210「 内 容 の 上 で は 大 差 が な い 」 : 宮 元 p.191 : 「 こ の 両 箇所 は 、 
その 記述 の 差 を 大 きい と 見 る か 小さ いと 見 る か 議論 の 余地 は ある が 、 骨 格 を 
な すこ と ば の 上 か ら 言 えば ほとん ど 同 じ で あり 、 後 期 ブ ラー フ マ ナ 文献 と 最 
初期 の ウパ ニシ ャ ッ ド 文献 と が 非常 に 近い こと を 示す 好例 と きれ て ぃ いる |。 

(4) 以下 の 諸 刊 本 を 用 い 、Ed. Anandasrama, Ed. (の .-s2g722 (188 
Up), Ed. CZ の /. に ある (pratika の ) danda だ け を 残し た : 万 gz/eeZ 
222c の 67 O の 272252 の 5. Vol. 1, Edited by V. P. LIMAYE, R. D. VADE- 
KAR. Gandhi Memorial Edition. Poona 1958: 52Zy2s7 の 77274 ぎ 470- 
ヵ 227s2 の 7. (Ed. Wasudev Laxman Shastri PANSIKAR、 Bombay, 
Nirnaya-sagar-Press 1913 [Union List No. 432] 一 31925-) Varanasi 
1983, (の 2S4 た S472g72727. Delhi (1970 一 ) 21980 : CZ222ogyo/422S4 
Anandasrama Skt. Ser. 14 (with Comm. of Anandagiri and San- 
kara).1934. [mit Hss.-Angaben]: 77ez CZ の ogy2 0 の 72252 の 72077 
/77e co7272672727y 0/ Sg を 7 の 4cZZ7y 2 の 76 g72ss o7 472 の 2 
GZ77. Edited by Dr. E. ROER. Calcutta 1850 (Bibliotheca Indica 3): 
722 の 0g7o の 2727S72 の Kritisch herausgegeben und Gbersetzt von Otto 
BOHTLINGK. Leipzig 1889: CZ2zdogyg 2 が 2222622。 Part II. Kumba- 
konam 1980. 

(5) BOHTLINGK は taj jananiii と 訂正 し ( 訳 :als das, was er kennen 
mochte、 つ まり 、|[ 私 は それ を 知り た い ぃ いと))、 脚 注 に Bibl. Ind. 版 の tai 
jalan ii を 挙げ 、TGbingen の 三 写本 に は 、 こ の 読み と tajjalanti, taj- 
janamiti が ある こと を 注記 し て いる 。p.100:31.3 に は 更に 詳細 な 注 を 付け て 
いる 。 本文 8 参照 。 

(6) atta- は Sp の 伝承 に ある apt4- の 日 語形 (Pkt. 形 ) と 考え られ る 、cf 
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H. OERTEL, Fs. Geiger (1931) p.134 = K1.Schr. p.272, W. MORGEN- 
ROTH, 2sO 72 の Ce Oo7 42c2e27 72 の 2 [7/S7o722 7 3 tura 。 
drevnej Indii] (Moscow 1963) p.224: 両者 と も abhyapta- を 一 語 と 考え 
て いる が 、Sp に abhy aptam (<abhi aptam) と ある よう に 、 と 
釈 すべ き で ある 。 

(7 ) Ed. Anandas. tam (誤植 )。 

(8) テキ スト の 大 段落 の 終り を 示す 編集 ・ 伝 承 学習 上 の 目 E 印 と し て の 繰り 返 
し で あり 、 本 文 に は 含ま れ な い 、cf. L. RENOU, 刀 Z2es o@277zes @7 
27226e22eS 1 (1955) p.91ff., 7/ 1 (1957) p.16f.: K. HOFFMANN, 
4 762e zZ7 7 の 027222572 を 1 (1975) p.175 n.2: 万 2g7ee7z た 7272C2 の の 7 
の 2722S275 (Ed. LIMAYE/VADEKAR) p.484:159,3fb: C. G. KK ASHIKAR, 
Szzoey の 7 奴 e S72z2sZ が 2s (Journ. Univ. Bombay 35-2, 1966 [1968] 
pD.117 n.6: Elvira FRIEDRICH, の 2s 472s22202- の 27222S77772 一 477 の 2 
2 の 4Zssgpe (Frankfurt a. M. 1993) p.12。 

(9) idam bhu/as の 構文 に つい て は K. HOFFMANN, 42/ が 2ze IT 1976) 
p.557-559 を 見 よ 。 

(10) 「 私 は そういう アー トマ ン を 心臓 の 中 に も っ て いる 」 意味 に 解 息 し た 
( 古 イ ンド アー リ 0 こ は have 動詞 に 当たる も の が 無く 、Nom. [所 有 さ れ 


る も の |] 十 Gen. [所 有 者 ] で 表現 きれ る こと に 注意 され た い )。 ま た は: 


「…… で ある [者 }、 こ れ が 心臓 の 中 に 〔 あ る 〕]、 私 の アー トマ ン で ある 」。 
(11) 主語 の 代名詞 の 性 ・ 数 ・ 格 は 述語 に あたる 名 詞 の 性 ・ 数 ・ 格 (ここ で は 
brahma: n. Sg. Nom.) に 同化 する の で 、etad は atman- (m.) を 指す 。 次 
の etam は 男性 形 で ある か ら 、 再 び atman- が 考え られ て いる と 解 生 さ れる 
(12) Sg は 普通 の 未来 形 abhisambhavisyami を 用 いて いる が 、COZ び で は 動 
作 の 起こ る 時 期 の 指定 (ここ で は itah pretya [死後 )) が ある 場合 に 使用 
され る Fut. II が 用 いら れ 、 実 現 の 必然 性 が 強調 され て いる よう に 思わ れる 。 
(13) 人 稚 望 (kama-) を 持た ず 、 ア デート マン の み を 欲望 する ひと が 、 死 ぬ 時 に 
その まま ブラ フ マ ン に 帰 入 する こと を 語る 、Yajfavalkya の 説 参 照 ・ 
p4 の -Kanva IV 4.7「 だ が 、 身 体 (Sarira-) を も た な い 不 死 の 気 思 
(prana-) は ブラ フ マ ン に 他 な ら ず 、 光 圭 (tejas-) に 他 な り ま せん 」 
(85gp-Madhyandina XIV 7.2.10 「 だ が 、 こ の 、 骨 を も た ず 、 身 体 を も た 
な い 、 才 知 か ら な る アー トマ ン [praiA atmal は ブラ フ マ ン に 他 な ら ず 、 
[死後 の 〕 世界 [loka-| に 他 な り ま せん 」)、ib.22「 こ の 、 生 体 諸 機 能 の う 


ち で 識別 機能 より な る も の は 、 ま さ し く この 偉大 な 、 不 生 の アー トマ ン で す 。 


【 そ れ は 〕 心臓 の 内 部 に ある 虚空 、 そ の 中 に 横たわっ て いま す 」 (Sp-M に 対 
応 欠 )。 ま た 、Ajatasatru の 睡 眼 説 中 の 箇所 参照 ・ 4 び -K II 1,17 =S7- 
M XIV 5, 1.17 ya eso mtar hfdaya akasas tasmi chete 「 心 臓 の 内 部 

こ あ る この 虚空 、 そ の 中 に (識別 機能 か ら 成 る プル シャ Vijfanamayah 


/ 
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pdrusah は ) 横たわっ て いま す 」。 

14) これ に 続く 2 節 X 6.4-5 は 第 X 巻 (Agnirahasya) の 最後 尾 に 当り 、 
vamSa の 部 分 を 除い て 2Z722y2 を 2- 0 の 272s2Z の 1 1-2 に 相当 する 。 

(15) 辻 直 四郎 『 現 存 ヤ ジュ ル ・ ヴ ェ ー ダ 文献 』 (東京 1970) p.72, p.182f. の 
諸 注 (研究 更 ・ 文 献 へ の 言及 あり ) 参照 : 更 に M. WITZEL, 7//c 
Cg7222 の , 7e2726 OCZ の 7e72 (1990) Vorwort p.xiv 及び Fs. Eggermont 
(1987) p.197ff.。 

(16) Sp を 全訳 し て 詳細 な 目次 を 付 し 、 記 述 さ れる 祭 式 の 各 項 目 に 関し て も 
配 慮 の 行き 届い た 注 を 施し た 本. EGGELING に も Agnicayana と の 密接 な 関 
係 は 見 過ごさ れ て いる : 彼 が 特に ここ で 依拠 し た と 思わ れる Sayana 注 に 遠 
因 が あろ う 。OLDENBERG 上 掲 筒 所 も 「 こ の 章 は 、 独 自 な $ の 、 新 し い 性 格 
を 持つ も の と し て 、 周 囲 の プラ ー フ マナ か ら 際 立っ て いる 。 こ こ 以 外 の 箇所 
で 扱わ れ て いる 祭 式 は 一 言 も 問題 に な っ て いな い 」 と 判断 し て いる 。 

(17) Ed. WEBER (Berlin - London 1855 ニ Chowkhamba Sanskrit Series 
96. Varanasi 1964) , Ed. Kalyan- Bombay (1940), Ed. Kashf-Sanskrit- 
Series 127 (Chinnasvami Sastri et al., Banaras 1937-1950 1984) の 間 

に 本 質 的 差異 は な い 。 

( 伯 Ed. WEBER “sam (anusvara): 単なる 誤記 で あろ う 。 

(19) まだ た は:「 出 現し ]、[ 増 大 し 」。 「 

(20) 玉 4 び CK II 1.20 ミ SgB-M XIV: 5.1.23 tasyopanisat satya4sya 
satyam P(66 prana vai satyam. tesam es4 satyam「『 実 在 の 実在 ]』 と いう 
HCS 
に ある 原理 ) で ある 。 実在 する の は 諸 生体 器官 (f 気 息 た ち 』) な の だ 。 そ れ 
ら の 中 で 実在 する の は これ (アー トマ ン = テ 識別 機 か ら 成 る プル シャ ) で あ 
る 」、 同 様 に ib. IT 36 = bb. XIV 5,3,11 atha namadheyam 和 
Sa 1 […… と いう の が 名 称 (名 付け ) で ある …… 』 に お ける 
saty4- も 「( 死 後 も ) 存続 する ] が も と も と の 意味 で ある と 思わ れる 。 

(21) 死ぬ 時 に 念じ る こと が 間 題 と な っ て いる と も る 解釈 で きる か も し れ な い 。 
死 時 の 念 想 に つい て は 、cf. E. HANEFELD, 2/2so の ZscZe 万 2 の 7 が ex/e 6 
alteren Upanisaden (Wiesbaden 1976) p.35ff. n.38 (: GzZ VIII 6)、 更 に 
各 土 教 の 十 念 な ど が 想起 きれ る 。 更 に 、 中 村 元 『 選 集 決 定 版 】 9 (1990) 
D.684 参照 

(29)20E 4 び -Madhyandina IV 4.7 = Sg XIV 7,2.7 (一 Kanva IV 
4.5) sa yathakamo bhavati tthakratur bhavati. yathakratur bhayati 
tat karma kurute. yat karma kurute t4d abhisampadyate 「[[ だ か ら ひ 
と は 〕] どの よう な 欲望 を も つも の と な る か に 従っ て 、 そ れ に 対応 し た 精神 
(その よう 0 を も つも の と な る 。 ど の よう な 精神 力 (意図 ) を も つも 
の と な る か に 従っ て 、 そ の 【 当 の 〕 行為 を 為す 。 あ る 行為 を 為す と 、 そ れ 
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(その 行為 に 応じ し た も の ) へ と 到達 (再生 ) する 」。evam-kratm- の アク セン 
ト は 異例 に 思わ れる (っ 注 27)。 

RM Sp の 読み を 量 的 に 解釈 する 翻訳 は 例え ば 、EGGELING, HILLEBRANDT, 
RUBEN、MEHLIG に 見 られ る 。OLDENBERG, FRAUWALLNER、 辻 等 は 
CZ のび に 合う よう な 質 的 訳 を 与え を て いる 。 

(24) 例え ば 五 火 説 7/P 1 45, 玉 4 ひ -M VI 1 ,12-17=Sp XIV 9,1,12- 
17 一 4/-K VI 2.9-14, CZ の / V4-9) の 中 に 多用 され る sam-bhavati 
(tasya ahuteh s6mo rja sambhavati 「 そ の 献 供 か ら 王 ソー マ が 生ずる 」 
etc. etc.), それ に 続く 二 道 説 の 部 分 の 、 例 えば Sp XIV 9,.1,18 te ya 
evam etad viddh | ye cami ranye sraddham satyam upasate te 
Tcir abhisambhavantt「 こ の こと を この よう に 知っ て いる 者 た ち 、 そ し て 、 
原野 に お いて 信仰 を 【 真 に 〕 実在 する (実現 する ) と 崇拝 し て いる 、 か の 
[者 た ち 〕、 彼 ら は 光 始 へ と 生じ る (再生 する )」。 一 一 sam-bht (fientiV- 
intransitiv) の 他動詞 (facientiv-transitiv) に 当たる も の が sam-skr |( 構 
成 要素 を 設計 図 に 従っ て ) 組み 合わ せ 、( も の を ) 形作る : 完成 さ せる ] 
(Veda 文献 で は 特に 、 来 世 の 自 己 = ア ー ト マン の 構成 に つい て 言わ れる こ 
と が 多い 。samskara- : pali 語 abhi-sam-dahati, patisamdhi- を も 参照 ) 、 
反対 維 念 が ii (vVy-eti, vy-aya-) 「 解 体 ・ 消 減 す る ] と 見 る こと が で きる 。 
注 22 の abhi-sam-pad を も 考慮 せよ 。40-M IV 4,13*Y (Sg XIV 7,2.13) 
の sambhuti- も この 意味 で 理解 で きる : andham 0 praviSanti ! ye 
'sambhutim upasate | tato bhaya iva te tamo 「y& u sambhatyam 
ratah | 「 目 の 見 え ぬ 暗黒 へ 入る 、〔 再 〕 生 な きこ と を 崇拝 する 者 た ち は 。 そ 
れ よ り まさ し く 更 に 深い 暗黒 へ 【 入 る 〕、 他 方 、〔 再 〕 生 に 安住 する 者 た ち 

[ 役 ら は ]」: 一 Kanva IV 4,10 vidyam - vidyayam。 

(25) upa-as の 二 重 の Akkusativ を と る 構文 の 例 と し て 、 OERTEL, 了 %e 
SyzZ2y の 7 太 e Cgses (1926) p.254 第 一 段落 の 例 中 に 追加 すべ き で ある 。 
本 文 7 に 引い た 万 4 の 例 を も 参照 せよ 。danda は Sp 特有 の それ (お そら 
く < pratika-Text 用 の 設備 ) で あり 、 文 の 切れ 目 と は 直接 関係 し な い 。 
FRAUWALLNER、 辻 、MEHLIG の 訳 は 、 列 挙 さ れる 語 が Nominativ で ある 
か の よう な 印象 を 与え る 

(26) satyadhrtim は 「 真 実 を 墜 持 す る | の 意 か 「〔 真 に 〕 実在 する ( 意 忘 の ) 
堅持 を も つ 」 意 か 不詳 。 

(27) a-vak-ka- の アク セン ト は Bahuvrihi に 付 せ られ る Deminutiv の 意味 
を も だ た ない -ka- と し て は 例外 的 で ある 。 cf WACKERNAGEL-DEBRUNNER 
4 論 TT-1 p.105 .( 単 な る 誤り と する )。 … 往 22。 

(28) 同様 に 、 例 えば OLDENBERG “Wie ein Korn Reis.……. so ist dieser 
Geist im Selbst darinnen, golden wie rauchlose Flamme, groBer als 


der Hitmmel。, ,。 ”([ こ の 、 自 我 の 内 部 に ある 霊魂 は 、 米 粒 …… の よう で あ 


ぐ 


9 
必 ee 


(102) 


る : 0 * の よう に 金色 で 、 天 より 大 きく ……J」)、 辻 「 米 粒 の ご と く 
IM ー ト マン の 中 に 存する 黄金 の プル シャ (purusa, 霊 体 = ア デート マン ) 
0 (極小 の 意 )、 煙 りな き 光 明 の ご と く で ある 」。 


(299 ある い は :[「atman の 内 側 で は purusa は その よう で ある |] と も 。 


antar 十 Lokativ の 構文 に つい て は cf. B. DELBRUcCK, 4/7227scZe Sy2y 
(1888) p.446。 


(30) 夢 の 葉 を 敷き 、 祭 主 が ksa 中 に 悪 け て いた 黄金 製 の 胸 飾 り (円 毅 ) を 


直 い た 上 に 置か れる ( 事 家 上 大 培 の 下 に 埋め られ た 形 に な る )。5 ぢ の 
Agnicayana を 扱っ た 本 論 部 分 中 で は VII 4,1,15ff. に 述べ られ る (pdrusa-, 
hiranmaya-)。 その 他 、/4ZS (本 文 に 引用 する 箇所 ) 一 ZS XX 5:23,9ff. 
(purusa- hiranyaya-) 一 ZS XXXI 7:2179,8ff. (purusa- hiranmaya-) 
ー 7S V 2,7,2 (hiranmaya- pdrusa-), Srautasutra で は 例え ば ZSzSZ 
XVII 4,.3, 4 ヵ SZSZz XVI 22,3 な ど : cf. WEBER Ind.St. XIII (1873) 
p.248f.。1975 年 に 再現 きれ た アグ ニチ ャ ヤナ の 記録 F. STAAL 編 Agni 
(Berkeley 1983) で は I p.410-421, II p.540 f. (zzZSZSZ, IKARI - 
ARNOLD 訳 ), I p.243 参照 。 鷹 の 胸 の と ころ に 位置 する と いう こと は 、 鹿 が 黄金 

の プル シャ (人 型 、 和夫 得 GE 拓 RE の 
行く 姿 を 連想 させ る 。Piprahwa の 仏塔 か ら 出土 し た 埋葬 品 ( 金 板 の 人 型 、 
女神 像 な ど 。 杉 本 卓 州 『 イ ンド 仏塔 の 研究 】 1983 p.346 に 紹介 され て いる 。 
Lauriya 出土 の 女神 像 、 同 p.187 を も 参照 ) と の 関連 を も 考え させ る 点 が 
ある 。 


(31) Sg の Agnicayana 部 分 で は VI 1.1.6, VI 6.4.5f.. VII 1.1 21. VII 


2 WE 94 WI 7 2 00905、 4 し 270 1 2 6、 
1.2,.4.5 な ど 。atman- の 「 胴 体 」 の 意味 1 は お そら く | 本 体 ] か ら の 発展 と 
思わ れる 。 ま さ し く | 胴体 ] を 意味 する こと は 疑い 得 ず (cf. MINARD, 
77oZs 万 2g726S 527 /gs Ce CZeyz2s 1 1949] p. 46 3129a Contra e.C. 
OLDENBERG, の ze 上 27222ScZ2227242 の eZ //2774274. の 7 ee |1919] p. 
87 n. 1)、 し か も 、Agnicayana を 巡る 議論 の 中 で 展開 し た 特殊 な 用 法 で 
言語 学 上 の 実体 を 欠く (RENoOU, ル Zz II [1952] DI55 2 電 生 が 2 ド | アグ ニチ 

ャ ナ 祭 式 と 古 ウ パニ シャ ッ ド 」、『 宗 教研 究 』 49-2 [1975] p.68 n.6 を も 参 
馴 ) と は 思わ れ な い 。 例え ば アワ XIV 9,20 vrva va antar atma paksau 
lambate 「 し 鳥 の ] 胴体 は 両翼 の 中 央 に 、 ち ょ うど 、 ぶ ら 下 が っ て いる の だ 」 
は サー マン の 名 を 説明 する た め に 言わ れ 、 日 常 の 語法 と 考え られ る 。 Agni- 
cayana で の 同様 の 古い 例 は 4S III 3.5:38,7 yad brhadrathantare abhtto 
gayata atmann ev4 生 dhatte TB サー マン と R: サ サー マン と を 両側 
で (前 後に ) 歌う こと は 、 ほ か な ら ぬ 【 自 分 の 火 壇 の ] 胴体 に 両翼 を 置く 
(作る ) やど だ 民 人 な 較 Ph の mantra で は 例え ば ョ atmann upasthe 
na vfkasya 16ma !makhe smasruni n& vyaghralom& | [胴体 に は 陰 


ウー ぁ の / 〆 ヽ 
7/ の 2 ん ルク 2 え ノル リ 
と 
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部 の よう に 狼 の 毛 、 顔 に は 明 圭 の よう な 上 席 毛 ……」 US XIX 92 と /44S AS 
7 ぢ の 対応 箇所 、8ngany atman bhis&ja tad asvina 「 tmanam 8ngaih 
samadhat sarasvati 「 両 アシ ュ ヴ ィ ン は 、 そ の 際 、 医 者 と し て 【 イ ンド ラ の ] 
胴体 に 手足 を 【 作 っ た 〕]。 サ ラス ヴァ ティ ー は 胴体 を 手足 と 結合 し た 」 b. 
93 と 対応 箇所 、( ア Bd. 1 sv. に 他 の US-mantra が 挙げ られ て いる 
/ 此 Bd. V Nachtrage s.v. を も 見 よ ) : 伏見 誠 氏 の 教示 に よる と 7227272 の 6- 
S277 太 、-722226 か ら の 用 例 は 7S IL 2.7.3: IT 5,11.7-8, VI 3,7,3, 
7 皿 3.7,10-11: 7S IV 1,10.5, V 6.9,1-2, VIE 4.11.83: さ ら に 本 文 7 
の 終わ り に 引い た 7 の 入所 を も 見 よ 。 井 狩 弥 介 上 掲 稚 文 (宗教 研究 』 
49-2.1975, p.51 [151]-73 [173]) を も 参照 され た い 。 

89 の まだ 仙 es 正しく (samyan) 置き 添え られ る 場合 …… 上 

(33) Cf. CZ の VI 12,2 yam Yai somyaitam animanam nibhalayasa 
etasya vai somyaiso nimna evam mahanyagrodhas tisthati 「 子 よ 、 莉 
が 気づか な いこ の 微粒 子 、 こ の 微粒 子 か ら (生じ て )、 子 よ 、 こ の よう に 、 
大 き な バ ニャ ン 樹 は 立っ て いる の だ よ 」。etasya animnah を 、 仮 に 、 あ る 
種 の 動詞 と と も に Ablativ と 等 価値 で 用 いら れる Genitiv と し て 訳し た が 
(OERTEL, KI.Schr. p.773ff., 864ff., 1013ff., 1103ff. 中 の 関連 箇所 参照 )、 
ある い は 「 こ の 微粒 子 の 部分]」 か ら 」、「 こ の 微粒 子 に 属す る も の と し て 」 
と も 。 

(34) nigacchati は 副 文 の アク セン ト を 持っ て いる 。Upanisad を 解釈 する 場 
合 の 難し さ を 示 す 一 例 で ある が 、p40 の 一 般 に 行なわ れ て いる 翻訳 も これ 
に よっ て 正 さ れる べき で あろ う 。Cf. Sp XIV 7,2,1 sa yatrayam Sarira 
atmabalyam nitya | sammoham iva nyety athainam ete Drana 
abhisamayanti 「 こ の 身体 に 属す る アー トマ ン が 無力 状態 に 入っ た (陥っ 
た ) 後 、 ち ょ うど 意識 混濁 に 入る (陥る ) 場合 、 す る と 、 こ れ ら 諸 生 体 機 能 
は 当 の 者 (アー トマ ン ) へ 向かっ て 集まっ て くる |」 一 4 び IV 4.1 …… 
ayam atmabalyam nyety sarmmoham iva nyett.… せ …. 5 

(35) addha の 人 解釈 を 中 心 に 諸 訳 を 列挙 する :EGGELING “Verily, whoso- 

ever has this trust, for him there is no uncertainty", OLDENBERG 
“wahrlich": FRAUWALLNER “Wer diese GewiBheit hat wahrhch 
二 8 BOHTLINGK(CZ び の ), MYLIUS (CZ の ) “ftirwahr", DEUSSEN 
(CZ の ) “Wer diese Einsicht haben konnte, dardber besteht ftrwahr 
kein Zweifel": MEHLIG “Ftrwahr, wer diese GewiBheit besitzt .… せ …. | 
Ders.(CZ び ) “Wem dieses offenbar ist …… せ …. GELDNER (CZ の ) 


2 


2 


“Wem das zur GewiBheit werden sollte, dem kommt kein の Weifel 
mehr": HILLEBRANDT “Wem solche Gewi/heit ist .……… HIEME 
(CZ の ) “GewiBlich, es besteht kein Zweifel [hinsichtlich dieser Er- 
kenntnis] ": 辻 、 服 部 、 松 溝 (Cz/)、 宮 元 「 実 に ] : 岩本 「 そ の 点 に つ 
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いて 」 : 不明 RUBEN ad 5g (CZ の : “ferner”)。 


(36) Sg XI 1,3,3 esa vai s6mo ria devanam 4nnam yac candramah. 


Sa yatraisa etam ratrim na purastan na pascad dadrSe tenait4d nad- 


dheva havfr bhavati tenapratisthitam. 1iyam vai prthivy aditih. seyam 
addha. seyam pratisthitaiteno hasyaitad addheva havir bhayati etena 
pratisthitam「 月 で あれ ば 、 そ れ は 神々 の 食物 、 王 ソー マ な の だ 。 そ れ が こ 
の 【〔 新 月 の 〕] 夜 の 間 、 東 に も 西 に も 見 えな い 場 合 に は 、 そ の こと に よっ て 供 
物 は 、 こ の 際 、 ち ょ うど 、 は っ きり し な く な り 、 そ の こと に よっ て 本 拠 を 得 
人 生生 
ぃ いる 。 彼女 に 本 拠 を 得 て い る 。 こ の こと (Aditi に 端 を 献 ず る こと ) 
(SN 。 0 0 ここ の 際 、 ち ょ うど 、 は っ きり と な り 、 本 拠 を 得 た 
〔 も の と な る ]」: 2.1.40 atha yad brahman& fty aha | anaddheva 
va asyatah pura janam bhavati 「[ だ が 、 ひ と が (ある ひと を )「 婆 羅門 
だ 』 と いう 場合 (に も )、 彼 の 生ま れ は これ (qrksa) 以前 [に つい ぃ て] は 
ちょ うど 、 は っ きり し な く な る 」 (ラク シャ ス た ち raksarmsi が 地上 の 女 に 
生ま せ た か も 知れ な いか ら )。 述語 的 副詞 に つい て は KK. HOFFMANN, 
2/SZze zZ7 72 の 27747252 を IT (1976) p.339-349 を も 参照 。 
(37) 仮定 文 を つく る 関係 代名詞 の 価値 に つい て は 、 特 に OERTEL, 7%g 


SV222X の / CSeS 722 7e 477272e の 72 の の esc72 の oe 7ose の 7 娘 e 22- 


72 の 22S (1926) p.55-73 参照 。 

(38) この よう な 観点 か ら の 先駆 的 業績 は 727Z⑦⑰. IT 1-6 (5 kosa 説 ) と 
2 な 0 の . VI 33 を Agnicayana 祭 の 背景 か ら 解 き 8 明か し た 、 井 和 狩 弥 介 「 ア 
グ ニ チ ャ ヤナ 祭 式 と 古 ウ パニ シャ ッ ド 」、『 宗 教研 究 』 49-2 [1975] 

p.51 [151|-73 [171] で ある が 、 井 狩 は 最後 の 注 32 の 中 で 、「Agnicayana 
6 ぐる 問題 で は 、 た と えば 、Agni 祭 式 の 秘 義 を 説く SBr 10 巻 (Apnira- 
hasya) に みえ る homology、 ま た 、Agni 祭壇 の 第 一 層 中 央 に 置か れる 昔 金 
像 に 関す る homology な ど は 、 古 ウパ ニシ ャ ッ ド に 継承 ・ 展 開 さ れ て 重要 な 
役割 を 果たし て いる 。 こ れ ら に つい て は 引き 続き 発表 する 予定 で ある 。 
Agnicayana 祭 式 を めぐ る 祭 式 思 弁 は 、 ウ パニ シャ ッ ド に 重要 な 影響 を 与え 
て いる こと 、 ま た ウパ ニシ ャ ッ ド 思考 の 中 に は 祭 式 思考 一 般 の 知識 な くし て 
0 し が た い 有 要素 が 少な く な いこ と を 改め て 付記 し て 置き た い | と 述べ て 

。 本 稿 は まさ し く 井 狩 の 指摘 する 点 に 触れ て いる が 、 4 

軸 ヴェ ー ダ 文献 に 見 られ る 思想 の 展開 ・ 深 化 は 、 何 より も 先ず 、 

を 職業 の 根拠 と し て いた 祭 官 兼 当 た ちの 、 こ と ば の レベ ル に な り る 伯 の 
14 RIN 観念 次元 の 研究 以前 
こと ば の レベ ル に お いて な され る べき 重要 な 研究 課題 が 極め て 多い 。 

(39) Cf. WACKERNAGEL-DEBRUNNER, 47 選 TL2 p.917ff. 

(40) CZ%/ 版 の Sandilya 説 は 、 注 13 に 掲げ た AjataSatru, Yajfiavalkya の 


う 23 
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(105) Sandilya の 教 説 再 考 822 


教 説 中 に 見 られ る よう な 「 心 臓 の 中 に ある 虚空 に 横たわっ て いる アー トマ 
ン | と いう 概念 を 利用 し て Sp の Agnirahasya を 改作 し た よう に 思わ れる 。 

(41) むし ろ S の テキ スト に 対す る 姿勢 、 注 解 の し か た (と BO の Up. の 言 
語 に 対す る 理解 と ) に 問題 が あっ た よう に 思わ れる 、cf. W. RAU, 
“Bemerkungen zu Sankaras Brhadaranyakopanisadbhasya", Fg. Lom- 
mel (1960) 115-121: 更 に “Bemerkungen zu Sankaras Chandogyo- 
panisadbhasya”, Fs. SIuszkiewicz (1974) p.191-198。 CZ ぴの テキ ス ト 
自体 は 近代 の 研究 者 が 考え る 以上 に 、 原 則 と し て 正確 に 伝 基 さ れ て いる 
と 考え られ る 。 例 えば 芽 . GOTO, “Geschichte vom Konig Janasruti 
Pautrayana (Chandogya-Upanisad IV 1-3) ?, Fs. Thieme (1996: 印刷 
申 ) は この こと を 示し 得 て い る と 思う 。 

(42) R. SALoMoN, ZS 35 991) p. 49 を も 参照 。 

(43) 日 頭 伝 承 と は 考え られ な い 。W. RAU の 注 41 に 挙げ た 論文 参照 : 殊 に 
“Bemerkungen zu Sankaras Brhadaranyakopanisadbhasya", Fg. Lom- 
mel (1960) p.117 : [S が Veda 的 意味 で の 伝統 的 な 教育 を 亭 受 し た こと が 
較 た こと 、 彼 が 万 40 の 諸 伝 本 を 、 こ と に よる と アク セン トト さえ つい て 

な い 諸 写本 に よっ て 比較 し た こと 、 要 する に 、 共 は 唯一 の 伝承 を 暗 褒 し て 
3 と ころ を 、 彼 の 場合 は 多種 多様 な 諸 伝 本 を 読ん を だ の だ と いう こと に つい 
て 、 私 に は 疑 信 の 余地 が な い 」 (下線 部 は RAU 自身 の 強調 )。RAU は S の 
見 た g4 り びり の テキ スト に アク セン ト が 伝え られ て いな か っ た 可能 性 を 控え め 
に 示唆 し て いる が 、 同 論文 の p.116 の 指摘 する 諸 例 (特に Sg XIV 7.1,1 
sam enena vadisya ti 一 4/ -Sankara sa mene na vadisya iti) は 殆 
ど 断 定 を 許す よう に 思わ れる 。 

(44) Nagari 系 の 文字 に 遡る と 思わ れる 類似 の 誤 号 の 例 : “asSvad8 が 
akhad4" と 伝承 され た Sp 【I 7,4,10 (K. HOFFMANN, /7SS 41 [1982」 
p. 71-73 = 4z7sg7ze IT p.777-779), P27G7SZ IIT 14,12.13Gmantra) 
ma durge ma staro risat (注釈 家 Jayarama も この 読み を も つ )…… 
ma Tsuge risat か ら の 誤 写 に 基づく : Nagari 系 文字 の suge ST (Sarada : 
Jh ) と staro < () の 類似 に 注意 :cf ma duhkhe ma 
sukhe risat 4 ヵ /7 の , 4gzGZS。 万 77C7Q% zz2SZSZ) 。 更に 、 諸 々 の Veda 
テキ スト に tedani-「 江 血 ] に か わっ て 現われ る tejani- (本 来 「 華 薦 」) ( 
つい て の W. RAU, 4SS 41 (1982) p.169-178 の 考察 (特に p.176) り 参考 
に な る か も 知れ な い 。 だ た だ し 、 そ の 広がり 具合 か ら 見 て むし ろ 、 語 根 
[ 失 ら す 」 の 影響 に よる 実際 の 変化 を 反映 する (FORSSMAN bei RADU 
175f .) か 、 あ る い は 、tedani- か ら taid2ami- に dissimiliert さ れ た 音 
変化 (jas 一 das, dyot- っ jyot 参照 ) と 考え られ る 。 

(ご どう と し ょ ふみ ・ 東 北大 学 教授 ) 


